












































【目的】

わが国の社会全体の問題として、少子化と高齢化が異常な速度で進行している。この背景

の中で、「安心して、生み育てられる環境づくり」が、国を上げての目標となって、多く

の対応策が考えられている。妊産婦に対する、よりきめ細かな保健医療における支援とし

て、現在行われている妊産婦検診の方法や項目の見直しと、医療機関同士の機能分担など

の再検討が必要になってきている。そこで、今回は、医療の連携の中で、センター的施設

に搬送すべき妊娠・分娩合併症について検討するために、母体や胎児・新生児に重大な影

響を与える因子である前置胎盤、常位胎盤早期剥離、前期破水、子宮破裂、重症妊娠中毒

症を選び、これらを合併した妊娠のターミネーションの時期について検討してみた。さら

に、子宮破裂をともなった症例について、その要因になると考えられる産科因子の合併頻

度について検討を行った。


